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募

金

活

動

は

十

組留置置歯菌幽

日
カ、

勺

総
い
削
例
制
械
で
殺
し
ま
れ
て
い
る
災
関

募
金
N
H

、
十
月
一
一
討
か
ら
、
会
開
闘
い
っ

せ
い
に
、
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
お
ん
取
引
は

務
た
き
り
単
品
人
や
心
身
隊
盟
問
者
、
生
活

Eお

て
い
る
人
な
ど
の
夜
浴
同
慌
時
期

子
ど
も
の
遊
び
場
づ
く
り
に
、
効
問
木
品
開

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
q

み
な
さ
ん
の
よ
中
い
き
な
終
慾
が
、
ぷ
燃

な
守
合
っ
て
、
ふ
ん
き
な
カ
と
な
り
、
出
明

る
い
技
会
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

成
田
戒
を
あ
げ
て
い
ま
十
ひ

我
百
叩
ヴ
ナ
で
も
、
共
同
募
金
の
主
凶
凶
に

ぞ
っ
て
、
多
く
の
岡
崎
か
い
や
が
さ
し
の

べ
ら
れ
て
き
ま
し
た

今
年
も
、
我
係
子
閥
抗
中
前
や
、
会
所
で

校
帯

A
淑
を
呼
び
か
け
ま
す
。

み
合
さ
ん
の
常
兵
心
で
、
我
孫
子
を
災

緩
め
あ
ふ
れ
る
釘
に
し
ま
し
ょ
う

9

ご
油
揚
カ
わ
抑
制
棚
い
し
ま
、
ず
。(

開
関
連
記
事
一
一
衡
に

fi'言畏期設コーナ-.1
のご現用を/

年長言、社会保険、労話連続差益に

ついて制裁をお受けします。

ご事!jJ'詞下さい。

命誌待毎月絡し第 3求養護Eヨ

10待-15雲寺

官織所 持王役所市民ホール
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J
亦
い
別
制
緩
い
怖
、
み
な
き
ん

に
酬
明
し
ま
れ
て
い
る
尖
脳
間
募
金

遂
動
は
、
こ
と
し
も
十
潟
…
日

か
ら
姶
ま
号
、
十
二
月
の
議
米

輸
捌
け
合
い
逐
織
と
合
せ
て
、
十

二
月
の
ぷ
十
一
お
ま
で
絞
け
ら

れ
ま
す
a

こ
の
漆
動
は
、
開
明
る
い
住
み

よ
い
防
づ
く
号
と
、
叩
小
ゆ
帯
な
人

た
ち
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
社
会
全
体
が

共
闘
閉
し
て
役
う
募
金
滋
品
開
で
す
e

今
年
の
震
点
計
一
践
は
、
①
ね

た
き
り
殺
人
的
援
鎌
③
殺
府
知

心
身
時
障
害
児
の
た
め
に
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

十
月
一
目
的
初
E
に
は
、
午

約
七
時
か
ら
十
時
吋
ま
で
、
謝
料
判
知

子
駅
前
・
天
平
中
台
駅
前
ヤ
滋
北

駅
前
・
お
後
駅
前
に
惑
の
輸
相
奥

4

一i
一
一
一
名
〈
抽
出
に
協
力
者
が
お

守
ま
す
)
が
‘
ご
協
力
を
呼
び

か
け
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
呑
ん
的
懇
意
に
よ
っ
て

大
き
な
成
問
捕
が
欄
押
ら
れ
る
よ
う

ど
協
力
を
お
験
い
し
ま
す
。

募
金
の
労
務
は
す
べ
て
務
滋

府
熱
ご
と
に
決
め
ら
れ
、
寄
金

の
続
分
は
寄
付
を
し
た
人
が
住

む
抽
地
域
を
は
と
持
、
金
剛
閣
に
為

る
民
間
間
瀦
制
協
や
蹴
民
間
的
社
会
制
措

役
務
惜
滑
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

こ
的
対
蹄
酬
と
実
行
の
た
め
に

千
葉
県
共
闘
間
募
金
が
あ
り
‘
そ

の
下
部
組
織
と
し
て
総
孫
子
中
市

が
協
力
し
て
、
み
な
事
ん
と
結

び
つ
き
を
深
め
て
い
ま
す
。

饗
売
躍
参
加
募
集

コ
我
孫
子
陥
崎
町
協
的
資
系
総
会
で
毎
月
一
一
端
〈
第
一
一
一
金
制
輔
自
ザ

一
叫
は
次
の
と
お
り
俊
樹
鶴
自
由
を
決
め
〈
各
庭
教
出
制
に
よ
る
一
一

i
三

一
日
市
民
的
み
な
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
級
品
制
定
)

…
日
す
る
こ
と
に
な

q
ま
L
た
。
甲
掛
骨
組
制
療
機
仏
繍
開
mw
期
間
H

一
付
組
合
に
承
知
加
入
め
お
患
で
協
十
月
十
日
ま
晴
、

ー
j
ご

カ

し

て

F
き
る
方
を
寡
緩
い
た
亨
間
合
せ
先

。

ん

一

刊

し

ま

す

偽

我

孫

子

縄

問

岡

市

組

合

幾

尚

宏

(

一

…

芸

雪

き

さ

i
o辺
二
一
〉

一
r亀+・9a'+も
毛

4
4
e
9も
争
各

6
6
4
e今
争

a，‘4
6
4
4
4
-
s

‘

安
売
日
は
毎
月
第
3
金
鶴
自

みなさんの暖かい善意を

骨
骨
品
聴
会
に
お
き
め
ら
れ
、
同
会

か
ら
改
め
て
布
市
内
の
民
間
総
裁

側
関
徐
へ
田
閥
抗
官
事
れ
ま
す
。

制
蜘
分
先
誌
、
問
地
獄
悩
加
殺
事
薬

品引悼
m
m滞
緩
事
業
・
練
移
閣
時
弱
者

施
設
・
総
人
制
悌
噛
問
権
設
・
身
体

機
答
者
奴
骨
廿
綬
緩
施
設
・
突
然

係
税
務
業
・
軍
部
療
機
織
築
業
・

指
導
巡
給
関
体
・
そ
の
他
と
な

っ
て
お

9
ま
す
a

市
民
的
み
な
さ
ん
の
ご
綴
力

に
よ
っ
て
、
一
闘
関
十
六
万
二
千

九
務
一
一
十
限
問
的
融
需
品
瀧
が
あ
早

田
同
様
絞
め
一

O
六
%
と
い
う
好

成
績
を
お
寺
め
ま
し
た
a

十
二
月
中
い
い
料
"
を
わ
れ
ま
し

た
幾
米
銭
け
合
い
世
帯
金
は
、
二

百
五
万
九
千
間
間
帯
同
五
十
万
闘
で

し
た
。

た
た
か
い
ご
掛
間
カ
を
お
緩
い
し

ま
す
。

ι
Z

内
向
募
念
へ
の
禽
付
金
u
u

税
金
が
減
免
き
れ
ま
す
.

利
用
さ
れ
て
い
る

ah司時特
9
後
わ
る
我
孫
子
織

の
ゆ
で
、
市
終
的
み
な
き
ん
の

離
宮
柑
識
や
糊
酬
い
を
帝
政
に
問
決
戦
し
、

す
み
ず
み
ま
で
、
ゆ
き
と
ど
い

た
市
殺
を
と
の
考
え
か
ら
始
め

ら
れ
た
「
市
愛
へ
の
や
紙
い
も

一
ニ
年
同
時
に
入
い
号
ま
し
た
ー

中
市
民
の
み
な
巷
ん
の
mw
爽
な

酬
明
い
と
婆
望
は
、
情
聴
ぬ
サ
ー
ビ

ス
朝
時
金
満
期
し
て
、
各
制
孤
山
淵
姻
織
か

ら
市
長
へ
と
神
明
9
ま
す
。

す
ぐ
で
き
る
も
の
は
、
市
災 ぷ

剖
長
へ
の
事
紙
ゐ

サ
J
V
w
ス
線
が
、
務
機
H
h

議
行

し
て
、
肌
叫
淵
唱
し
ま
す
e

ほ
か
は
、

す
べ
て
、
宮
市
授
が
筒
を
還
し
て

問
答
し
て
お

9
ま
す
。

昭
和
滋
十
八
年
度
的
手
紙
同
陣
、

一
一
世
軒
五
十
八
品
付
帯
、
、
そ
の
内
務

診
、
畿
に
一
軍
す
と
お
り
で
す
e

地
滅
的
に
は
、
我
孫
子
総
貯
悼
の

袈
望
が
ふ
入
学
守
、
年
令
前
向
に
糊
知

る
と
、
コ
一
十
代
的
支
織
が
多
〈

小
-
ゆ
・
学
生
め
は
在
ん
ど
は
、

図
番
帥
閥
、
宮
市
災
会
館
再
総
数
者

緩
ん
で
い
ま
す
。

字
紙
の
内
容
は
‘
や
は
り
生

活
に
徐
繍
し
た
、
・
本
水
令
交
遜

公
害
、
学
校
教
育
、
保
融
陣
織
松
山

に
つ
い
て
の
問
鰯
が
多
い
よ
う

で
す
。中

市
は
、
泌
氏
の
み
な
事
ん
の

狩
を
充
分
に
・
と
り
入
れ
て
、
仲
悼

み
よ
い
師
叫
づ
〈

q
いい、

H
M

げ
ん

で
い
ま
す
。〈

術
開
問
ザ

i
ピ
ス
欄
陣
}

V
公
明
党
総
四
冊
子
支
怒
の
み
な

さ
ん
が
、
闘
っ
て
い
る
恋
人

に
縫
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
募

金
機
動
を
行
い
金
八
万
波
千

三
百
八
十
内
線
ま
り
ま
し
た
a

滋
人
議
校
事
裁
じ
捕
慣
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
る

V
清
水
挙
事
ん
(
布
佐
料
相
々
綴

九
一
!
こ
か
ら
殺
孫
子
市

心
身
漆
害
者
機
役
会
視
覚
障

哨
官
級
会
へ
と
金
…
一
月
間
内
務

付
が
あ
れ
ツ
ま
し
た
。

市
同
弘
、
そ
の
よ
、
?
に
霞
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

件

鍍

掛i
 

〈溶綾望号〉〈年令 Zg)

'" 

決

係

彼我子

吾妻護軍1)

安
全
点
検
で

火
災
を
未
然
に
防
ご
う

火
災
は
も
日
常
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
消
滅
、
不
仲
抗
意
か
ら

お
こ
勺
て
お
号
、
門
官
会
点
検
を

す
れ
ば
米
仲
間
に
妨
げ
た
も
的
が

ほ
と
ん
ど
?
?
。

き
&
丹
、
安
余
点
検
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

帯
電
気
綿
糸
の

4

使
い
方

。
消
し
忘
れ
・
切
り
忘
れ
を
し

な
い
こ
と
。

G
後
援
後
は
ス
イ
ヴ
チ
を
切
る

だ
け
で
な
く
、
必
ず
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
コ

1
ド
者
数
〈
。

O
仙
皿
機
し
た
ま
ま
佼
わ
な
い
こ

〉』
A
W

V
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使
い
方

。
災
い
が
し
た
ら
、
ほ
か
め
火

を
端
情
し
、
足
一
一
元
の
換
制
A
を
よ

く
し
て
漏
れ
た
が
え
を
外
に

漆
い
山
山
す
。

。
点
火
め
漆
は
、
必
ず
綴
火
し

島
び

ζ

を
欝
る
川
相

葉
市
門
で
は
、
税
務
化
が
市
民

集
治
へ
様
々
な
終
卿
習
を
及
広
し
、

雌
問
醐
聞
を
投
ヒ
な
が
ら
進
行
し
て

い
ま
す
a

婦
問
北
台
関
掛
端
的
後
訟

は
、
当
時
吋
的
抑
制
孫
子
に
と
っ
て

総
宮
市
化
へ
の
第
…
級
事
掛
端
で
し

た
砂
品
判
明
知
子
釘
で
は
、
遂
抑
制
圃
聞

の
衛
闘
繊
細
僻
申
叩
と
し
て
将
来
十
万

人
的
国
同
磁
都
市
と
す
る
錆
島
問
機

線
が
総
て
ら
れ
、
そ
の
為
的
課

媛
と
し
て
仲
協
議
誘
致
、

A

革
綴
誘

致
、
交
逸
機
関
附
間
的
開
発
が
鶴
岡
鵬

と
な
号
ま
し
が
。
そ
こ
で
基
本

約
な
齢
制
総
と
し
て
、
熊
楠
問
抽
昭
丹

南
開
制
捌
円
台
柏
崎
を
宅
地
開
発
し
、

統
制
開
会
総
に
金
殺
を
誘
泌
す
る
。

附
川
崎
吋
に
然
回
線
開
緩
銘
推
進
と

常
総
総
後
世
骨
子
・
致
事
附
問
に
幅
制

絞
殺
置
が
蕊
幾
各
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
発
的
地
端
的
方
と
し
て
苅

開
発
が
滋
れ
て
い
た
絞
殺
孫
子

以
来
的
問
問
絡
を
促
進
す
る
為
、

ぷ
黒
へ
向
か
っ
て
い
附
開
発
す
る

地
と
し
て
絡
募
集
事
抗
、
ム
ハ
m
月

末
に
金
一
戸
入
隊
し
ま
し
た
⑮
と

内
務
ぷ
で
湖
北
崎
期
間
悼
の
人
口
は

一
万
一
ぷ
千
人
を
上
回
開
り
ま
し
た
。

以
前
に
は
七
子
人
余
り
で
し
た

か
ら
、
一
一
…
ヶ
月
で
人
口
は
傍
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

間
副
総
般
活
の
最
大
内
協
み
は

逸
品
聞
の
設
の
時
間
滋
で
し
た
.
翁

略
的
統
組
問
法
、
「
成
m
回
線
は
う

ッ
シ
ム
昨
吋
で
も
一
線
燃
に
一
一
一
帯

942 

相儒凌
e
g
-
-
i

耐
慨
は
網
棚
北
岡
帆
ま
で
行

く
後
終
は
上
野
開
帆
発
成
鼠
品
村
八

時
流
十
八
分
々
ロ

i
均
ル
抽
時
間
同

地
の
怒
制
捌
e

だ
」
と
報
滋
し
ま

し
た
。
入
隊
し
た
逸
品
問
者
的
…

人
は
ゑ
治
的
知
恵
止
し
て
、
吋

制
朝
晩
ふ
り
下
り
に
三
本
づ
っ
我

孫
子
で
乗
り
，
換
え
る
必
繁
の
な

い
議
行
使
が
あ
畠
わ
け
で
す
。

ニ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
と
一
一
十

五
本
〈
下
号
)
の
列
機
的
総
叫
訓

告
全
部
党
え
て
し
ま
う
こ
と
L

と
お
湾
、
諮
っ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
町
(
市
)
的
地
波
間
開

発
的
第
一
樹
期
務
裁
で
あ
っ
た
潟

牝
合
同
出
柏
崎
強
制
酬
は
飽
に
も
様
々

な
開
問
削
綿
を
派
生
害
せ
ま
し
た
。

娼
崎
北
合
問
地
誕
生
の
康
俊
は
今

後
町
市
民
ゑ
端
的
と
地
域
間
開
発
的

関
織
や
新
町
田
両
校
災
の
隊
舎
を

考
え
る
際
、
研
究
す
る
に
飽
す

る
も
の
で
し
ょ
う
。

(
南
市
民
桐
掴
築
由
主
)

湖

北
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を
農
協
A
H
併
で

併
を
掛
川
幾
す
る
機
欄
間
と
し
て
、

災
級
子
市
内
胤
級
協
約
総
合
会
帥
防

総
進
議
問
刷
会
が
発
足
し
、
検
討

中
で
す
。

抑
制
合
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
検

討
と
ご
協
力
を
お
騒
い
し
ま
す
翁

主思想日

10月lIB趨

l!Jl26Bf!j 

1 !l10宮轡

2月138t詩

昭
和
問
十
九
年
度
政
孫
子
市

文
化
祭
の
開
催
日
程
が
次
の
と

お
ワ
き
ま
り
ま
し
た
‘

柑抑
s

況
の
方
々
が
と
ん
な
態
統

を
も
っ
て
い
る
の
か
、
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

ご

波

紋

づ

れ

で

各

機

内

線

し

み

な

さ

ん

の

時

礎

的

作

ロ

聞

を

を

ど

絞

く

だ

惑

い

。

ぜ

ひ

お

議

せ

く

だ

さ

い

。

取

込

W

守

護

総

終

期

限

は

十

月

二

十

詰

ま

ぜ

で

す

お

出

回

以

内

出

・

吋

仲

山

別

総

捌

川

刷

叩

泌

総

と
き
十
丹
二
十
じ
村
口

wv
軸欄間開

ω午
前

十

時

何

事

@

m

照

的

問

中

恥

備

側

、

h
M
-
努
ア

88335

ふ

と

こ

ろ

我

孫

子

・

中

学

校

十

・

後

滋

〈

入

手

口

。

入

@

民

議

・

民

持

部

門

占

之

、wv
療

養

大

会

一

一

〆

き

十

一

月

十

詰

凶

仰

と

き

十

一

月

十

日

制

写

書

送

午
前
十
時
i

午
前
九
時
半
か
ら
@
一
一
時
間
愛
三
雲
栄
二
関
:
ー
一
一
笥
諮
(
八
一
ぶ

と

こ

み

第

殴

小

学

校

と

こ

ろ

中

央

公

民

館

一

三

電

話

(

八

一

二

三

三

七

八

八

V

展

覧

会

・

茶

会

マ

組

問

的

会

〈

宝

生

流

)

一

一

一

留

守

菊

花

と

き

十

一

月

一

一

日

か

ら

と

き

十

川

月

十

七

日

制

V

議

選

@

我

孫

子

・

小

間

四

川

川

骨

片

台

附

閃

日

ま

で

ぜ

午

約

十

時

か

ら

午

@

山

出

」

持

制

貯

符

河

本

前

川

二

l

m

問

山

一

i
十
冊
聞
を
二
。

と

こ

ろ

中

央

公

協

同

級

後

二

時

ま

明

、

。

後

続

(

・

さ

一

)

二

ハ

開

問

…

後

組

問

(

八

一

一

〉

一

五

渓

九

V

猪

花

開

桝

と

こ

ろ

や

耐

火

f

郎

防

総

V

移

築

@

湖

北

組

組

問

胤

雄

官

朝

日

潟

市

T
柏町

ど

君

主

同

月

…

ャ

…

誌

か

ら

ぬ

筏

級

魚

・

性

載

し

滅

・

内

相

小

主

義

符

7
二

一

関

同

日

米

滋

一

空

八

八

月

;
V
I
r
i
-
-
t
y
y
H
i
l
l
i
-
-
i

m
V
州

選

帝

都

市

お

や

れ

叫

一

紛

ら

は

大

戸

2
5
1
1
%均
一
計
上

十
二
均
一
一
一
十
十
ま
た
は
九
山
内
二
一
一
一
九
佼
綴

V
会
場
我
孫
子
高
崎
山
政
法
総

V
申
込
締
切
十
対
二
十
…
口
M

V
試
合
方
法
e

径
百

小
学
生
め
盤
的
・
中
学
生
内
部

宙
開
校
生
の
努
企
一
位
向
部
各

ト
;
ナ
メ
ン
ト
主
式

V
申
込
方
法
段
級
絞
・
氏
名
、

年
A
V

・
会
都
内

wv
中刊誌拭制川
W
H
n

十
月
十
一
二
日

V
山
申
込
先
眠
時
叫
端
的
時
総
浴
場

内
八
八
?
の
ひ
ス
ス
中
削
凱

-ニハ
V

開閉)

策
眠
時
パ
ド
ミ
ン
a
r
h
〆
火
会

帯
日
時
時
十
間
口
二
十
七
日
川
川

午
約
八
時
三
十
分

V
場
所
我
孫
子
潟
校
体
有
総

V
試
合
方
法
・
様
目

一品問努，

r-
一
般
女
子
内
各

崩
丁
複

@
@
母
@
由
。
@
@
@
②

泌
氏
体
育
大
会
を
次
め
と
お

リ
行
な
い
ま
す
。

紛
珍
小
、
h

品
加
知
ら
せ
し
た
や
的

機
ω
胤
主
総
た
円
い
も
う
け
ら
れ
た

ス
ポ

i
ツ
め
み
で
す
a

市
内
に
夜
中
指
介
枕
鮎
料
金
伝
学

的
方
、
ど
き
ど
し
ご
参
総
く
だ

A々
L

い。マ
マ
串
ん

パ
レ

i
ボ
i
o
w
大
会

w
v
a
待
十
日
月
二
十
宮
山
間

伊

T
A
制
九
時
吋

明

v
会
場
我
孫
子
中
泳
育
航
路

V
参
加
資
総
会
員
が
玉
縄
問
で

制
欄
南
端
さ
れ
て
る
チ

i
ム

我
孫
子
命
取
に
は
ぷ
つ
め
淡
山
闘

が
あ
守
ま
す
a

資
本
的
党
出
来
・
あ
る
い
は
も
各

分
野
的
街
液
化
、
近
代
化
的
促

進
の
た
め
A

仕
掛
貯
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
9

昨
叶
年
八
月
、
農
協
会
併
に
つ

い
て
鶏
奈
、
研
究
さ
ら
に
は
合

ちも

V
Aれ
vaハv'八

千
葉
祭
移
動
附
出
場
町
総
(
ひ
か

守
管
)
と
後
期
以
一
回
目
が
決
ま

ね
ワ
ま
し
た
。
級
制
円
で
す
の
で
ご

制
利
用
地
下
さ
い

ε

詳
し
く
は
、
教

交
委
員
会
社
会
教
育
譲
へ
。

;髭 'J、大 ul竹

屋基金量主主本拘

設相主主安
災
ft竹 f‘ f'i土

(
寸
訓
叶
仇
端
的
作
明
ヤ
眼
前
後

-
口
俊
ぴ
穏
に
入
れ
て
燃
え
の
こ
る
と
い
う
略
本
の
わ
か
な
か
ま
ど
，
¥
下
、

そ
の
蒸
し
い
禁
制
い
か
出
中
に
浅
く
渓
的
中
に
、
す
っ
す
り
色
映
え
、

f

矧
「

雲
が
見
る
見
る

2
2
2ま
い

校

時

れ

の

蒸

し

さ

を

文

諜

判

ん

よ

り

/

し

心
担
に
え
が
い
た
も
め
υ

可

d

づ一区

身体擦害者{莞}の巡麗相談

母体隊後 IT 子中~á を tJrたに〆をけたい…

邸主 1~1:!ニ入いりたい }jその他球体l涼 ;zf グ〉

悩み必いついてキu訟を受けますリ

。隠時 10月25日

午後1時から 3時

膏きち申告をどうぞ

予をI!le将校を寸ると、いろいろな寄与斡

があり、今年から「みなし法人課係j

の丹羽IJliI:をj銀総て・きるようになりま Ltco 

・符をちゅ僚はこんなに有利

4嘱

合今月の社i綴徴収{主、次の

とおり fi'ないますので、ご

利殿下さいヲ

会白書事 i告Fl31B フド〉

守二}お9華寺3告分~

午後4普与

党湯量奇 襲fia:Jミ1"
?ぷ七上センタ…

量軽税iま手ょたちの主主i舌を織るく

t'かにするための滋ですe

10.1'警の納税

市民税・県民税の

事栴納分です
ー'

護
れ
ら
れ
て
母
と
ゆ
き
た
る
佐
竹
町
町
の
さ
さ
写
真
が
テ
し
ピ
に
暁
り
ぬ

式

出

恒

国

子

{
一
計
)
佐
竹
町
は
浅
球
的
出
荷
名
。
五
む
年
以
上
も
前
的
事
か
。

角
あ
げ
る
ぬ
の
惚
光
り
こ
の
淡
さ
閉
山
織
に
孫
舟
遊
び
の
笈
か

戸

制

緩

棚

桝

務

上
の
句
的
以
像
が
あ
っ
て
下
め
初
旬
的
務
臨
南
が
生
き
た
e

鈴

貞

子

(
一
幹
)
感
受
像
丹
波
か
な
拘
げ
何
冊
“
筏
絞
り
ん
ど
う
か
キ
ス
ザ
か
。 訴訟センター (lllll!:凡~l 。場所

943 



ダーンレ市民カ10月

貯蓄警の日アド

会
li8 

'"マV きんパレーポール大会

岬渉11多tti1盟書簡z 天3:若宮駅10.告白築会
伊柔道大会明手話孫子衡をま総選鈴12.30

土nu --

畑一縫痘 i義選出i湖北食中景色集会所14.00-15.00
宇多争上予守王F主主14.00-15.ω

ur続税秘量豊牽滋言語芝公機戸地震主主30-12.00
E三l:*書1幾重王将13.申告叫16.0ゆ

世機鐙 1草書芯湖北台中央主集会所14.0事-15.00
事E脊.1f.餓14.告書-15.0。

水 Irp続税根榊翻主主軍高島議長芸iijoo-泌語。

市機綴 l事関z 高高校センター14.00-15.00
"'i!犬終予務嫁重量
続伊鈴説格談3事主義告書=背 l却総長~9.3章一 12.00

求総括子総長主将司ω-1氏告書

研種書室 tM=福祉々ンター14.00-15.00
~壬犬終予E有機械
ar納税絡重量王事巡僚出湖北会E護地:9.30-12.0告

滋~t会 13.00-16.00

神無月

]1 d 共同募若宮

法の廷火

木

20 

2] 世主主豪華混合干務委毒事重E 都青年書室14.00-15.00

If'線上宵年重量14.00-15.号車

⑧ ま長

2 

3 

品

5 土伊狂犬書有予草寺銭務

ニt

22 s 伊豆覆?蔑会予務後援措湖北台中炎築会所14.告書-15.00
⑥ 

23 
ず君主犬毒草予紡様車重

r7納税格差来事滋Uil='争終1:絡を~ 9.30-12.00 
新水聖子湿地13.00-16告書

7 cr三纏混合苧隣接綾z 悩祉センタ…14.00-15.告書
水fl 

思議め B . 24 宙穣f露後診2コ中島争j二寺普年総

ぽ宮王火線予喜寿線機S ar三五纏混合予防繁華重=t話役センター14.00-15.00
火

25 
W草量E量検量幸四j壇託会中央集会所

都青年童書
S 涯犬終予主君接線od 

a;r行革党総畿、入機綴喜重樹議=1議集会支所10.0事-15.0。
余* 

2告献す撃議会三三l!íl童話庁1王喜露支持~9 持集会体育の g

t良の愛護デ…木
ハ
U

哨
H
H
A

r?ilH是パトミントン大会出務長、干潟校総湾銀8.30
般事芸能祭害事員長・洋楽部門m 我孫子中学校10.30
fl7主霊歎大会問中央公災官官10.0奇

二七

27 S者重重震被診=録後センター14.0喜一15.00
W事正犬病予防機種

情
H
U
A

明
H
H
A

読著書退問(
日}会

官官署!革綴霊童z請書~t命中央集会員時 9.30-11.00
13.00-15.号車28 li2 

ニ乞 月

<7育!車線量棄=滋~t命中央集会紛 9.30-11.00
13.00-15.告告29 13 

火③ 

w育児幸豊富支出領祉センタ-.9.30-11.幸吉
13.00-15.0岳3告点

凡
官

官
H
H
A

w主主犬鋳予防後援

水fl 

庶務!怠懇談z綴後センタ… 9目30-11.00
13.00-15忠告

配布税成主義者首級=輿総学‘緩急上センタ-9.3ト 16.00
3] 留守響!車線設=~語絵都青年飯事 .30-11. 0告

13冷事-15.00]5 
木火

世育児繍量産=キ鈴j己資年館 9.30-11.0詰
13.悲喜 -15.00

新 開 i擦問

氷
夜間
M

明
白
且

自
動
世
帯
総
出
憎
科
の
醐
剤
耐
概
念
を

次
の
と
お
の
，
募
集
し
ま
す
。

wv
務
総
内
容
設
備
側
市
中
ヱ
学
、

出
門
跡
刷
機
滅
工
学
、
官
邸
縁
者
ど

的
基
融
問
的
御
前
鷲
備
作
業

w
v
背
骨
輔
購
入
員
四
十
五
名

マ
酬
耕
輔
牒
制
問
問
一
等

主
貰
抽
惜
倒
的
校
卒
以
上
〔
笈
十

年
一
切
一
月
卒
業
見
込
を
含
む
〉

V
務
総
織
防
九
月
一
川
十
…
日

か
ち
十
月
十
五
円
口
ま
で

山
地
募
乎
絞
な
ど
も
く
わ
し
い

こ
と
は
、
千
繋
総
合
路
等
戦
業

制
訓
練
校
ま
で
。
(
干
泰
治
制
問
問
鳳

町
一
一
委
二
十
ぷ
号
〉
電
議

om側

七
一
一
(
開
口
二
)
間
関
一
ム
ハ
六

十
月
的
資
先
制
問
談
uu.
次
の

と
お
り
で
す
金

持
続
辻
、
午
前
九
時
時
三
十
分

か
ら
十
一
時
ま
で
と
毛
午
後
…

待
か
ら
気
持
ま
で
で
す
e

儀
子
手
掛
棋
を
仰
い
蜘
れ
ず
に
ご
持

参
下
幸
い
。

丹日

1OIl15B 

一一需の情話案内 "寸

事 役 所 82-1151寺町
滋 clt 支 民社拙-2111
詩書 cjt 古 3定続器 OB28 i 
和紘究所録…235B
若草孫子訳行託金連絡所 82--5317
天王吉駅行政連総長持品2-6231
本 道 護主総-31111ぬ
中央公民館 82斗 0515

公
開
内
線
簿
獲
生
を
次
的
主
お

り
募
集
し
ま
す
。

学
薬
務
耐
捜
{
会
後
災
岡
市
手
議
)

相
吋
湘
糊
火
地
日
午
的
問
中
卒
開
閉

定
同
月
二
十
五
名

中
小
隊
議
療
(
中
小
彫
円
相
初
歩
よ
号
)

絡
調
聴
会
開
唱
日
午
時
間
半
年
間

出
品
悶
剣
山
一
十
五
名

開
閉
義
務
綴
鯵
噛
地
口
H

岬
噛
日
午
前
例

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
定

員
附
間
十
五
名

wv
酬
明
一
前
斜
線
子
市
中
央
公
災

品
蹄

?
申
泌
み
十
月
十
蕊
悶
叫
ん
T
惜別

九
時
か
ら
受
付
ま
す
@

{
・
中
島
A

公
民
帥
聞
)

出
押
上
保
安
↓
入
学
校
-
P

旬、海上同部

受
学
校
的
学
生
を
募
倫
鳴
し
ま
す
e

v採
用
品
r波
数

細
部
上
保
安
大
学
校
学
生
は
も

品
約
ぷ
十
名

海
上
保
索
令
絞
学
-
申
立
、
二
本

路
約
二
十
名
、
撒
棋
会
払
料
開
悶
十

袋
、
然
海
・
機
関
・
滋
傍
匿

金
計
約
世
間
側
四
十
名

四
マ
凪
宜
付
期
間
十
月
十
五
詰
か

ら
十
一
月
七
隠
ま
を

く
わ
し
〈
は
、
入
挙
際
海
上

保
安
庁
へ
引
い
噛
鳩
山
村
〈
だ
幸
い
。

粛 の人口

耳目和491f.事丹 1日浪芸E

努 35点67(続完主主 311人増)

女 35，78事( ， 302入会時}

まt11，456 ( 第 613入機}

行政機縁

人権擁簸栂該

会10月25日(金)
10時-3時

会湖北合支所

前
削
珍
九
月
十
六
日
発
行
第
四

百
二
号
で
繍
桝
怜
リ
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
、
例
制
笠
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
一
一
則
的
か
こ
み
九
月
的
叫
納
税

的
中
で
、
開
出
問
問
機
漆
即
時
体
問
税
内

第
一
一
銭
分
を

i
間
槻
胤
成
年
金
保
倹

判
刊
の
務
ニ
制
崩
A
7
i
に
計
則
一
応
巷
そ

で
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
品
別
々
号
九
月
…

B
発

行
持
一
刊
一
一
期
ち
び
っ
こ
水
泳
火
会

入
食
者
表
中
で
、
三
年
生
瑚
押
ゆ
ず

十
近

ma歳
出
貯
鱗
三
総
帥
刷
出
向
悪

意
蜘
閉
…
・
小
学
校
在

i
輸
抑
制
問
小
学

校
に
、
ぷ
年

E

漁
労
子
二
十
五
臨

時
岡
山
間
脳
出
侵
略
研
や
札
W

枇
川
勝
君
を
・
.. 

棚職制内総骨材
i
に
む
波
書
せ
て
い

た
だ
事
ま
す
。

表
中
五
年
漁
労
子
一
一
十
五
聞

乎
泳
が
ぬ
け
て
お
号
ま
し
た
め

で
途
加
型
せ
て
い
た
だ
事
ま
す
。

ち び っ ニ 水 泳 大 会
5~手さ主要きそf-25m lJL泳

8月の人t:l動被

9号 女 苦十

85人 73人 158人

439人 422人 861人

22人 14人 36人

1事1人 179人 370人

生

入

℃

剣

山
山
転
問
凡
絞

944 

広報をくらしにわたしたちの




